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3
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

平成 20 年４月に創設された、ふるさと寄附（ふる

さと納税）は、居住の有無に関わらず、自分が選んだ

自治体に寄付できる制度で、寄付の金額に応じて、税

額控除や特産品を受け取ることができる特典が設けら

れ、その内容は自治体によってさまざまです。

開始から５年目を迎え、この制度による、安来市へ

の応援の輪が広がっています。具体的には、今年度の

寄付の申込件数が、12 月末時点で 688 件と、前年度

同時期の 294 件を２倍以上も上回り、市政運営を担う

立場として、大変心強く励みとなっています。

要因としては、制度の浸透に加え、特典の魅力アッ

プ、東日本大震災後の「絆」や「ふるさと意識」の高

まり、安来市に限れば、平成 20 年のＮＨＫ連続テレ

ビ小説「ゲゲゲの女房」の放送、平成 23 年の安来市

節保存会 100 周年事業など、全国に向けて安来市をア

ピールする機会があったことなどが挙げられると考え

ています。

安来市をふるさととする人、安来市に思いを寄せて

くださる人、特典を魅力的に感じられた人など、全国

各地からのご厚志をひしと感じており、寄せられた寄

付金は、環境保全や教育、医療・福祉などの充実に役

立て、住みよいまちづくりを進めてまいります。

そして、特典である特産品を通して、安来市の魅力

を全国に発信するチャンスととらえています。

２月 12日、山陰にスポットを

あてた情報誌「さんいんキラリ」

のスタッフが市役所を訪れ、安来市の文化や歴史などに

ついて取材を受けました。同誌春号（３月下旬ごろ発刊

予定）で、安来市が特集される予定です。

薄く均等に伸ばすのがそば打ちの極意。
そば生地に打ち粉を振り、破けないように
慎重にのばします。ぎこちない手つきなが
らも、難しい作業を見事にこなし、仲間と
ともに楽しみながら、そば作りに打ち込み
ました。
・撮 影 日 ２月１１日
・撮影場所 安田交流センター

今月の表紙
「男の料理教室」

今年は、広瀬町で
尼子一族全国大集
会・戦国尼子フェ
スティバルを開催
するよ！
（9月28日㈯・29日㈰）

安来市への応援に

感謝します

長

信

市

短

２



午
前
７
時
、
中
国
電
力
か
ら
事
故

発
生
の
通
報
を
受
け
訓
練
を
開
始
。

安
来
庁
舎
内
に
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
て
運
営
訓
練
を
行
い
、
県
や

安
来
警
察
署
な
ど
の
防
災
関
係
機
関

と
の
通
信
連
絡
に
よ
る
情
報
収
集
や

伝
達
、
会
議
の
開
催
、
住
民
広
報
な

ど
、
事
故
直
後
の
初
動
対
応
を
確
認

し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
の
要
請
を
受
け
、
市
内

各
所
を
巡
回
し
、
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

（
放
射
線
測
定
器
）
を
使
用
し
た
放

射
線
量
の
測
定
に
あ
た
り
ま
し
た
。

島
根
原
発
か
ら
３０
㌔
圏
域
に
位
置

す
る
広
瀬
地
区
で
は
、
住
民
参
加
に

よ
る
屋
内
退
避
訓
練
と
、
３０
㌔
圏
外

へ
の
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
避
難
訓
練
に
は
、
地

区
住
民
ら
で
組
織
す
る
「
自
主
防
災

ひ
ろ
せ
」
の
約
５０
人
と
、
広
瀬
小
学

校
６
年
の
児
童
ら
約
４０
人
が
参
加
。

午
前
９
時
３０
分
、
行
政
告
知
端
末

と
広
報
車
で
避
難
指
示
の
放
送
が
流

れ
る
と
、
住
民
参
加
者
は
、
広
瀬
中

央
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ら
一
時
集
結
所

の
広
瀬
小
学
校
校
庭
ま
で
徒
歩
で
移

動
。
児
童
も
教
員
の
指
示
に
従
い
、

速
や
か
に
教
室
か
ら
校
庭
に
移
動
し
、

待
機
し
て
い
た
バ
ス
３
台
に
乗
り
込

ん
で
、
避
難
先
の
わ
か
さ
会
館
（
伯

太
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
）
へ
移
動
し

ま
し
た
。

ま
た
、
避
難
先
で
は
、
被
ば
く
し

て
い
な
い
か
ど
う
か
を
放
射
線
技
師

ら
が
測
定
す
る
、ス
ク
ー
リ
ン
グ（
放

射
線
量
検
査
）
を
体
験
し
ま
し
た
。

松
江
市
に
あ
る
中
国
電
力
株
式
会
社
島
根
原
子
力

発
電
所
か
ら
３０
㌔
圏
域
の
島
根
・
鳥
取
両
県
、
安
来
・

松
江
・
出
雲
・
雲
南
・
米
子
・
境
港
の
６
市
が
１
月
２６

日
、
原
子
力
事
故
を
想
定
し
た
合
同
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
は
、
島
根
原
発
２
号
機
が
、
送
電
線
事
故
に
よ
り
す
べ
て
の
電
源
を

失
い
、
原
子
炉
が
冷
却
で
き
な
く
な
っ
た
と
い
う
想
定
で
実
施
。
防
災
関
係

機
関
相
互
の
連
携
に
よ
る
、
事
故
発
生
時
の
初
動
対
応
や
通
信
連
絡
訓
練
、

県
が
策
定
し
た
広
域
避
難
計
画
に
基
づ
く
、
原
発
か
ら
３０
㌔
圏
外
へ
の
住
民

避
難
訓
練
な
ど
、
実
践
的
な
訓
練
を
通
じ
て
防
災
体
制
を
検
証
し
ま
し
た
。

安
来
市
に
お
け
る
訓
練

広
瀬
地
区
で
の
避
難
訓
練

初
動
対
応
訓
練

①①②②

⑦⑦

④④

⑤⑤

③③

⑥⑥

①
…
要
援
護
者
の
搬
送
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
に
取
り
組
む
自
主
防

災
ひ
ろ
せ
の
皆
さ
ん
。

②
…
避
難
者
を
乗
せ
た
バ
ス
が
広

瀬
小
を
出
発
。

③
…
被
ば
く
量
の
測
定
を
受
け
る

児
童
。

④
…
災
害
対
策
本
部
会
議

を
開
き
、事
故
状
況
な
ど
の
情
報
を
共
有
す
る
担
当
職
員
。

⑤
⑥
…
行
政
告
知
端
末
と
広
報
車
で
避
難
指
示
を
伝
達
。

⑦
…
避
難
所
に
向
か
う
バ
ス
に
乗
り
込
む
避
難
者
。
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訓
練
終
了
後
、わ
か
さ
会
館
で
は
、

訓
練
参
加
者
を
対
象
と
し
た
原
子
力

防
災
学
習
会
等
を
開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
避
難
時
の
留
意
点
に

つ
い
て
説
明
し
た
安
来
警
察
署
警
備

課
の
曽
田
弘
道
課
長
は
、
避
難
す
る

際
の
戸
締
ま
り
・
施
錠
の
徹
底
や
非

常
用
持
ち
出
し
袋
の
活
用
な
ど
を
呼

び
掛
け
た
ほ
か
、
地
域
・
家
族
で
話

し
合
い
、
避
難
先
や
連
絡
方
法
を
確

認
し
て
お
く
な
ど
、
災
害
に
対
す
る

平
素
の
心
構
え
を
助
言
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
市
と
災
害
時
応
援
協
定

を
結
ぶ
、
日
段
株
式
会
社
安
来
工
場

の
景
山
英
樹
工
場
長
が
、
同
社
で
製

造
す
る
段
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
間
仕
切

り
の
組
み
立
て
を
実
演
。
避
難
所
で

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
に
役
立
つ
も

の
で
、
災
害
時
に
は
段
ボ
ー
ル
の
供

給
な
ど
協
力
し
て
い
き
た
い
と
、
心

強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
市
消
防
本
部
職
員
が

細
菌
や
化
学
物
質
な
ど
に
よ
る
災
害

（
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
）
の
際
に
消
防
隊
員

が
着
用
す
る
安
全
確
保
の
装
備
な
ど

を
紹
介
し
た
ほ
か
、
（独）
原
子
力
安
全

基
盤
機
構
と
県
原
子
力
安
全
対
策
課

の
担
当
者
に
よ
る
放
射
線
に
関
す
る

講
演
も
あ
り
、
参
加
者
は
、
防
災
知

識
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

「
真
剣
に
や
ろ
う
」。
訓
練
開
始

前
、
参
加
者
に
こ
の
よ
う
に
呼
び
掛

け
た
の
は
、
広
瀬
地
区
の
自
主
防
災

組
織
「
自
主
防
災
ひ
ろ
せ
」
会
長
と

し
て
、
住
民
避
難
訓
練
に
参
加
し
た

宇
田
川
茂
道
さ
ん
。

訓
練
で
は
、け
が
人
や
体
の
不
自
由

な
人
と
の
避
難
を
想
定
し
、車
い
す

と
簡
易
担
架
を
準
備
。
配
役
は
そ
の

場
で
決
め
る
な
ど
、
よ
り
リ
ア
ル
な

状
況
と
な
る
よ
う
工
夫
し
た

と
話
し
ま
す
。
そ
し
て
、バ

ス（
一
時
集
結
所
）ま
で
の
移
動
を
真

剣
な
表
情
で
取
り
組
む
参
加
者
の
様

子
に
、「
う
ま
く
い
っ
た
」と
述
べ
、有

意
義
な
住
民
誘
導
と
な
っ
た
今
回
の

訓
練
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

「
災
害
時
の
避
難
は
、
健
常
者
ば

か
り
で
は
な
い
の
で
、
要
援
護
者
を

地
域
全
体
で
掘
り
起
こ
す
こ
と
も
必

要
。
各
自
治
会
に
い
ざ
な
い
、
地
域

の
防
災
に
役
立
て
た
い
」
と
話
す
宇

田
川
会
長
。
地
域
の
災
害
対
応
力
の

向
上
を
目
指
し
、
取
り
組
も
う
と
す

る
熱
意
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

訓
練
を
終
え
て
（
参
加
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

教
室
か
ら
校
庭
ま
で
の
避
難
を
、

「
静
か
に
し
て
、
先
生
の
言
う
こ
と

を
聞
い
て
行
動
で
き
た
」
と
振
り

返
っ
た
、
広
瀬
小
学
校
６
年
の
山
本

万
智
子
さ
ん
。
災
害
時
は
、
い
か
に

落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
か
ど
う
か

が
大
切
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
訓
練
を
通
じ
、
共

助
の
思
い
を
さ
ら
に
強
め
た
山
本
さ

ん
は
、「（
災
害
が
起
き
た
ら
）
周
り

の
人
も
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲段ボールを使った間仕切り実演。

▼住民（上）と児童に分かれて行っ

た講演。放射線の基礎知識や防護対

策などについて学びました。

宇田川茂道さん

原
子
力
災
害
の
心
構
え
な
ど
学
ぶ

避難所でスクーリング
（放射線量検査）を受け
る山本さん（左）。

４



福
島
原
発
の
原
子
力
災
害

を
受
け
、安
来
市
で
は
、
島

根
・
鳥
取
両
県
お
よ
び
島
根

原
発
か
ら
３０
㌔
圏
域
の
松
江
・
出
雲
・

雲
南
・
米
子
・
境
港
の
５
市
と
連
携

し
、
大
規
模
な
原
子
力
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
お
け
る
広
域
避
難
計
画

の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、「
原
子
力
災
害
対

策
重
点
区
域
」
に
指
定
さ
れ
る
、
原

発
か
ら
３０
㌔
圏
内
の
住
民
避
難
に
つ

い
て
、
避
難
先
や
避
難
ル
ー
ト
な
ど

を
示
す
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
島
根

県
と
一
緒
に
な
っ
て
調
整
し
た
結

果
、
安
来
市
の
避
難
先
は
、
上
図
の

と
お
り
、
岡
山
県
内
に
決
定
し
ま
し

た
。現

在
、
計
画
の
具
体
的
内
容
を
検

討
し
て
お
り
、
本
計
画
は
、
本
年
３

月
に
策
定
す
る
予
定
で
す
。

万万一一のの原原子子力力災災害害にに備備ええ

「「広広域域避避難難計計画画」」をを

策策定定ししまますす

▲大規模な原子力災害時における安来市
の避難先地域を表した図。
（出典：島根県原子力安全対策課）

●
問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
課

℡
２３‐

３
１
７
１

連なる放水アーチ～消防出初式～

平成 25 年安来市消防出初式が１月 13 日、市民

会館と安来港で行われ、集まった消防関係者 553

人が、今年一年の防火・防災を願い、気持ちを新た

にしました。

このうち、大勢の市民が見物に訪れた安来港で

は、岸壁に 48 台の消防車両が並び、機械器具の点

検後、サイレンとともに一斉放水。新春の空に幾重

ものアーチが描かれました。

文化財防火デー（１月 26 日）を前に、消防署広

瀬分署と消防団布部分団の約 30 人が１月 20 日、

県指定文化財の富田八幡宮（広瀬町）で、社殿付近

の山林火災を想定した消防訓練を行いました。

林野火災など、火災現場と給水地点が離れた場合

に用いる中継送水の技術向上が目的で、訓練では、

給水地点の一つを、出火場所から約 280 ㍍離れた

境内近くの祖父谷川に設定。川から水をくみ上げ、

消防ホースをつなぎポンプを中継して送水するた

め、伝令やポンプの送水圧力を調整する技術も求め

られます。参加した団員は、迅速で正確な消火作業

が行えるよう、消防署員の指導を受け

ながら手順を確認していました。

消防署と消防団が合同訓練

５



主
に
高
齢
者
が
、

●
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
を
未
然

に
防
ぐ

●
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
以
上
悪
化
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
る

こ
の
２
つ
の
取
り
組
み
を
い
い
ま
す
。

介
護
予
防
が
目
指
し
て
い
る
も
の

は
、「
体
を
動
か
す
こ
と
に
無
理
が

な
く
、
生
活
に
必
要
な
こ
と
が
自
分

で
行
え
、
社
会
活
動
に
参
加
で
き
、

自
分
ら
し
く
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮

ら
せ
る
生
活
」
で
す
。

介
護
が
必
要
と
な
る
原
因
の
多
く

は
、
認
知
症
、
高
齢
に
よ
る
衰
弱
、

関
節
疾
患
、
転
倒
・
骨
折
な
ど
で
す

（
図
１
参
照
）。
こ
れ
ら
は
、「
家
に

閉
じ
こ
も
る
、
病
気
で
し
ば
ら
く
寝

こ
む
、
身
支
度
を
い
つ
も
人
に
頼

る
」
な
ど
、
体
を
動
か
さ
な
い
生
活

が
原
因
で
起
き
る「
心
身
機
能
低
下
」

と
、
加
齢
と
と
も
に
表
れ
る「
老
化
」

に
よ
る
も
の
が
原
因
で
す
。

加
齢
と
と
も
に
表
れ
る
「
老
化
」

は
、
あ
る
程
度
は
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お

く
と
体
は
弱
く
な
る
ば
か
り
。
生
活

す
る
上
で
支
障
が
出
た
り
、
趣
味
を

楽
し
む
意
欲
が
な
く
な
っ
た
り
し
て
、

生
活
の
質
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

生
活
の
質
を
保
ち
、
改
善
さ
せ
る

た
め
に
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
加

え
、
日
常
生
活
に
お
け
る
老
化
の
サ

イ
ン
を
早
期
に
発
見
し
対
応
す
る

（
介
護
予
防
）
こ
と
が
大
切
で
す
。

介
護
予
防
と
は

介
護
が
必
要
と
な
る
原
因

年
を
と
る
と
、
体
の
機
能
な
ど
が
低
下
し
て
く
る

の
は
仕
方
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
長
い
人

生
を
自
分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
は
、
心
と
体
の
健

康
寿
命
を
伸
ば
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

生
活
に
介
護
予
防
を
取
り
入
れ
て
、
健
康
長
寿
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

老老
化化
のの
ササ
イイ
ンン
、、
見見
逃逃
ささ
なな
いい
でで

日常生活における「老化のサイン」（一例）

・硬いものが
食べづらい

（口腔状態の悪さ）

家事が面倒になった（生活機能低下）

最近、転びやすくなった（転倒・骨折）

・物忘れが増えた
（認知症・うつ）

食欲がなく、何を食べても
おいしく感じない（低栄養）

図１ 寝たきりとなった原因

６



運
動
を
一
人
で
続
け
る
の
は
難
し

い
も
の
で
す
。

市
で
は
、
介
護
予
防
の
た
め
の
運

動
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。（
対

象
は
、
６５
歳
以
上
で
要
支
援
・
要
介

護
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
）

ま
た
、交
流
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
、

地
域
の
中
で
運
動
教
室
や
講
演
会
な

ど
を
開
催
し
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま

す
。
上
手
に
活
用
に
し
て
介
護
予
防

に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

貯
筋
と
は
、
体
に
筋
肉
を
貯
め
て

お
く
こ
と
で
す
。
筋
力
が
衰
え
る
と

新
陳
代
謝
が
低
下
し
て
、
全
身
に
栄

養
や
酸
素
を
十
分
に
送
れ
な
く
な
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、
脳
や
内
臓
の
働

き
が
悪
く
な
り
、
生
活
習
慣
病
に
か

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

加
齢
と
と
も
に
特
に
衰
え
や
す
い

の
は
太
も
も
の
筋
力
。
何
も
し
な
い

で
い
る
と
、
１
年
間
に
１
％
ず
つ
低

下
し
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

貯
筋
で
筋
力
を
維
持
し
て
お
か
な

い
と
、「
つ
ま
ず
き
↓
転
倒
↓
骨
折

↓
寝
た
き
り
」
と
い
う
構
図
に
直
結

し
ま
す
。
寝
た
き
り
に
な
る
と
、
筋

肉
は
１
日
０
・
５
％
ず
つ
萎
縮
し
て

い
く
の
で
、
回
復
も
遠
の
き
ま
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
筋
ト
レ
な
ど
の

運
動
を
実
践
し
、
貯
筋
を
始
め
ま

し
ょ
う
。

いいききいいきき健健康康教教室室

水水 中中 運運 動動 パパワワーーリリハハビビリリ・・転転倒倒骨骨折折予予防防

し
て
ま
す
か

？

「
貯
筋
」

貯
筋
不
足
は
寝
た
き
り
に
直
結

月２回、運動指導員によるストレッチ、バラ
ンス運動、筋力トレーニング、有酸素運動など
の実技と介護予防の学習を通して、生きがいや
健康づくりのきっかけを支援します。
会 場 安来第一病院
利用料 １回２００円
問い合わせ 安来第一病院 ℡２２‐３４１１

仲仲
間間
とと
一一
緒緒
にに

楽楽
しし
くく
運運
動動
しし
まま
しし
ょょ
うう

●問い合わせ 安来市地域包括支援センター ℡３２‐９１１０

高齢者安心課 ℡２３‐３２２６

週１回、介護予防についての内容を取り入
れた講話と運動を行い、運動機能を高めます。
会 場 広瀬保健センター（木曜日午後）

井尻老人福祉センター（金曜日午前）
安来市民体育館（金曜日午後）

利用料 月額１，０００円
問い合わせ 安来レクリエーション協会

℡２２‐１４３３

月２回程度、運動機能の維持・向上を目標
に水中運動を行います。
会 場 スイミングスクール安来

（安来市民プール）
利用料 １回２００円
問い合わせ スイミングスクール安来

℡２２‐０８４８

１脳が衰えにくくなる

２太りにくくなる

３疲れにくくなる

４骨も衰えにくくなる

筋肉を積極的に動かせば、
脳も若々しくなります。

介護予防のため運動教室

筋肉が増えると、
基礎代謝が高まります。

関節の動きも滑らかに。
日常動作に余裕が生まれ、
疲れがたまりにくくなります。

筋肉を支えている骨は、
適度に刺激され衰えにくくなり
ます。
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①
二
次
救
急
、
急
性
期
医
療
の
提
供

市
内
の
年
間
救
急
搬
送
人
数
の
約

６
割
に
相
当
す
る
９
４
４
人
を
受
け

入
れ
て
い
る
ほ
か
、
平
成
２３
年
度
か

ら
小
児
の
夜
間
救
急
外
来（
週
１
回
）

を
開
設
し
、
地
域
に
お
け
る
救
急
医

療
の
中
核
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
（
磁
気
共
鳴
撮
影

装
置
）、
Ｃ
Ｔ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
断

層
撮
影
装
置
）
を
更
新
し
、
よ
り
短

時
間
で
高
精
度
撮
影
が
可
能
と
な

り
、
救
急
診
療
に
役
立
て
て
い
ま

す
。

②
生
活
習
慣
病
対
策

糖
尿
病
対
策
で
は
、
安
来
能
義
地

域
糖
尿
病
管
理
協
議
会
の
一
員
と
し

て
市
内
の
医
療
機
関
と
連
携
し
、
予

防
か
ら
治
療
ま
で
一
貫
し
た
対
策
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
検
診

を
日
曜
日
に
実
施
す
る
な
ど
、
受
診

し
や
す
い
検
診
体
制
に
努
め
て
い
ま
す
。

③
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
連
携

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
に
努

め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
老
人
介
護

施
設
な
ど
と
、
救
急
時
の
対
応
や
入

所
者
の
治
療
管
理
を
含
め
た
密
接
な

連
携
に
努
め
て
い
ま
す
。

④
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

脳
卒
中
な
ど
の
発
症
後
、

早
期
に
行
う
急
性
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
自

宅
か
ら
通
所
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

⑤
人
材
育
成
と
確
保

鳥
取
大
卒
後
臨
床
研
修
医
の
地
域

医
療
実
習
の
受
け
入
れ
や
、
島
根
大

医
学
生
へ
の
情
報
発
信
、
自
治
医
大

卒
業
の
医
師
の
派
遣
要
請
を
行
う
な

ど
、
医
師
の
育
成
確
保
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、看
護
学
校
へ
の
訪
問
、

地
元
高
校
で
の
看
護
学
生
奨
学
金
制

度
の
説
明
、
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
新

聞
な
ど
に
よ
る
募
集
広
告
の
掲
載
な
ど

看
護
師
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

安
来
市
立
病
院
は
、
良
質
な
医
療
を
安
定

的
に
提
供
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

平
成
２０
年
１１
月
に
「
安
来
市
立
病
院
改
革
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
経
営
の
健
全
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
１１
月
に
開
催
し
た
評
価
委
員
会（
県
、

市
議
会
、
医
師
会
、
健
康
推
進
協
議
会
、
医

療
連
絡
協
議
会
、
市
立
病
院
モ
ニ
タ
ー
会
議

で
構
成
。
委
員
１０
人
）
で
は
、
平
成
２３
年
度

の
経
営
状
況
や
数
値
目
標
の
達
成
状
況
な
ど

に
つ
い
て
検
証
・
評
価
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

安
来
市
立
病
院
の

果
た
す
べ
き
５
つ
の
役
割

昨
年
３
月
に
導
入
し
た
「
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
装
置
」（
乳
房
Ｘ
線
撮
影
装

置
）。
検
診
精
度
の
向
上
と
検
査
時
間

の
短
縮
に
よ
り
、
乳
が
ん
の
早
期
発

見
や
受
診
率
の
向
上
に
役
立
て
ま
す
。
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●
入
院
の
平
均
診
療
単
価
は
、
平
成

２２
年
度
の
診
療
報
酬
の
増
額
改
定
と

Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
急
性
期
の
入
院
治
療
に
対

す
る
診
療
報
酬
を
、
こ
れ
ま
で
の
出

来
高
払
い
か
ら
、
疾
病
の
種
類
に
応

じ
て
一
日
当
た
り
の
診
療
報
酬
が
定

額
と
な
る
制
度
）
の
導
入
に
よ
り
、

目
標
値
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

一
人
当
た
り
の
平
均
在
院
日
数
（
入

院
日
数
）
は
１８
・
６
日
と
な
り
、
目

標
値
２０
・
８
日
以
下
を
達
成
し
ま
し

た
。

●
患
者
数
は
、
入
院
・
外
来
と
も
減

少
し
、目
標
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
内
唯
一
の
救
急
告
示
病
院

と
し
て
、
市
消
防
本
部
が
行
う
救
急

搬
送
の
約
６
割
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
医
療
拠
点
病
院
と

し
て
、
奥
田
原
・
西
谷
地
区
の
巡
回

診
療
を
行
い
、
中
山
間
地
域
の
安
定

し
た
医
療
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
単
年
度
の
経
営
状
況
を
示
す
経
常

収
支
比
率
は
、
患
者
数
が
目
標
値
を

下
回
り
ま
し
た
が
、
診
療
報
酬
単
価

が
目
標
水
準
を
維
持
し
て
お
り
、
平

成
２２
年
度
と
比
較
し
て
０
・
６
ポ
イ

ン
ト
改
善
し
て
い
ま
す
。

経
営
の
健
全
化
に
向
け
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ

の
導
入
、
病
院
経
費
の
見
直
し
な

ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
改
革
を
推
し
進
め
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
特
に
患
者
確

保
は
最
大
の
課
題
で
あ
り
、
患
者
減

少
の
原
因
把
握
と
具
体
的
な
方
策
を

講
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
強

化
、
職
員
の
接
遇
改
善
と
徹
底
、待

ち
時
間
対
策
、
診
療
時
間
の
検
討
な

ど
に
よ
り
、
患
者
満
足
度
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

一
方
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て

救
急
医
療
や
中
山
間
地
域
の
医
療
な

ど
に
お
い
て
、
上
質
な
医
療
の
安
定

し
た
提
供
を
維
持
す
る
こ
と
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

市
立
病
院
は
、
市
民
の
生
命
と
健

康
を
守
る
こ
と
が
最
大
の
使
命
で

す
。
最
も
身
近
で
利
便
性
の
高
い
優

れ
た
医
療
機
関
と
し
て
認
知
さ
れ
る

よ
う
、
経
営
の
安
定
化
を
図
り
な
が

ら
、
出
前
講
座
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

広
報
紙
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
さ

ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
立
病
院
は
、
今
後
も
地
域
医
療

を
担
う
基
幹
病
院
と
し
て
、
救
急
医

療
、
へ
き
地
医
療
、
地
域
医
療
連
携

な
ど
良
質
で
満
足
度
の
高
い
医
療
を

提
供
し
、
信
頼
さ
れ
る
病
院

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

平成２３年度

実 績

９８．６％

９１．９％

５９．６％

１５．６％

２，０２２人
８０．９％

９４．３％

７１．８％

８，７８６人

５９，９９０人

目 標

１０１．７％

９９．５％

５４．６％

１８．２％

２，４１７人
９０．０％

９０．０％

９０．０％

９，３１０人

６２，０４７人

平成２２年度

実 績

９８．０％

９３．３％

５７．９％

１６．４％

２，０２８人
８１．５％

９０．１％

７２．４％

９，２５２人

６０，４９０人

平成２１年度

実 績

９６．０％

９２．３％

５９．７％

１７．３％

１，９３０人
８１．６％

９１．４％

８０．２％

９，８２７人

５８，２００人

区 分

経 営 収 支 比 率

医 業 収 支 比 率

職 員 給 与 費 比 率

材料費対医業収益比率

一般病床
新入院患者数
病床利用率

療養病床（医療）
病床利用率

療養病床（介護）
病床利用率

初 診 患 者 数

再 診 患 者 数

入

院

外
来

医師らが地域に出向き、病気の予防

や対処法などを指導しています。

平
成
２３
年
度
の
経
営
状
況

出出前前講講座座のの様様子子

経営健全化の数値目標と実績

評
価
委
員
会
の
総
評

奥田原・西谷地区の巡回診療

・
経
常
収
支
比
率
…
病
院
事
業
会
計
の
総
費
用
に
対
す
る

総
収
益
の
割
合
。
１
０
０
％
以
上
で
黒
字
。

・
医
業
収
支
比
率
…
医
業
費
用
（
給
与
や
諸
経
費
な
ど
）

に
対
す
る
医
業
収
益
（
入
院
・
外
来
収
益
な
ど
）
の
割
合
。

・
職
員
給
与
費
比
率
…
医
業
収
益
に
対
す
る
給
与
費
の
割
合
。

民
間
病
院
の
平
均
は
、
５４
・
３
％
。

・
材
料
費
対
医
業
収
益
比
率
…
医
業
収
益
に
対
す
る
材
料
費

（
薬
品
、
診
療
材
料
な
ど
）
の
割
合
。

・
病
床
利
用
率
…
病
床（
ベ
ッ
ド
）の
利
用
率
を
示
す
も
の
。高

率
で
あ
る
ほ
ど
よ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
…
●
い
き
い
き
健
康
課

℡
２３‐

３
２
０
７
／
●
安
来
市
立
病
院

℡
３２‐

２
１
２
１
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ツバキで地域活性化に取り組む、宇賀荘地区椿

の里づくり実行委員会が１月 18 日から３日間、宇

賀荘交流センターで寒椿展を開催し、市内外から

訪れた約 800 人の観賞者を魅了しました。

作品は、地区住民が育てたツバキなど、97 品種、

約 200 点。赤やピンクなど色鮮やかな花を咲かせ

ていましたが、実は、寒さの影響で直前までつぼ

みが固かったそうで、会場で早めに暖房を入れる

など、苦労して開花にこぎ付けました。

回を重ねるごとにファンが増え、節目となった

10 回目の今期間中、来場者が累計で５千人を記録。

地区恒例の新春行事として、地域を彩っています。

介護に関わる生活を通じて、感じた思いなど

を詠んだ短歌を 100 首選ぶ、「ＮＨＫ介護百人

一首」（ＮＨＫなどが主催）。１月 29 日、平成

24 年度の 100 首が発表され、12,394 首の応募

の中から、加藤貞子さん（伯太町母里）の作品

が選ばれました。

亡き夫の介護に 15 年間連れ添った加藤さん

の作品は、十五夜の夕暮れ、夫と伯太川沿いを

散歩し、満月を探し歩いた思い出を詠んだも

の。「がんばって介護したから、お父さんから

のご褒美」と、笑顔で受賞の喜び

を語りました。
９３歳の加藤さんは短歌歴７３年。今も地域のサー

クル「さざなみ会」で短歌を楽しんでいます。

１０



戦国大名尼子氏ゆかりの古道を整備し、ウ

オーキング大会開催や古道周辺の環境保全活

動などに取り組む、「独松山古道の会」（山崎

操会長）が、上吉田町別所の登山口付近に手

作りの水車小屋を設置し、１月 12 日、小水

力発電を始めました。

自然エネルギーの利用と啓発などが目的

で、近くの小川から水を引いて水車を回し、

発電装置は、風力発電などを自作する発明家

の清水谷繁さん（米子市）の協力で製作。６

ボルト３ワットの発電で LED電球を 100 個

点灯でき、ホウレンソウの促成栽培を試験実

施しながら、野菜栽培やイノシシ対策用の電
さく

気柵への電源利用などを目指します。

１月に開催されたフェンシングの国際

大会に出場した、安来市出身の長島徳幸

さん（法政大学１年、安来高校卒）が２

月１日、市役所を訪れ、近藤市長に大会

の報告と今後の抱負を伝えました。

２つの国際大会に出場した長島さん

は、ジュニアワールドカップオーストリ

ア大会の個人戦で 23 位（日本人最上位）、

ワールドカップフランス大会（シニア）

では団体戦で９位の成績を収め、現在、

ジュニアの国内ランクは２位。その健闘ぶりが光ります。

今後の意気込みについて、「まずは、４月の世界ジュニア

選手権大会（クロアチア）への出場を目指し、ゆくゆくは、３年後のリオデジャネイロ五輪（ブラ

ジル）に出られるよう、がんばりたい」と力強く語り、さらなる飛躍を誓いました。

近藤市長と固い握手を交わす

長島さん（写真左）。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと

地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。

皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

水車（直径１．２㍍）に水を流し発電開始。電球に光

がともると、集まった会員らが拍手で祝いました。

１１



島根の特産品や観光情報などをＰＲする、「第

16 回島根ふるさとフェア 2013」が１月 19 日と

20 日、広島市のグリーンアリーナを主会場に開

催され、各市町村の出店で約 150 ブースが軒を

連ねた会場は、約16万人の来場者であふれました。

安来市からは、８事業者が安来市の物産を販

売・ＰＲしたほか、観光や定住相談に関するコー

ナーも開設。養殖の「やすぎどじょう」を実際

にすくう「どじょうすくいコーナー」は、子ど

もを中心に大人気となるなど、多くの来場者が

足を止め、安来の魅力を味わっていました。

桟敷や花道を設けた趣のある舞台・安来節演芸

館で、子どもたちに伝統芸能に親しんでもらおう

と、子供安来節大会が２月２日に行われました。

参加した、児童から高校生までの 49 人が、唄や

踊りなどを披露して、観客を沸かせました。

どじょうすくい踊りで出演した、みゆき保育園

の園児たちは、ユーモラスな所作と愛嬌たっぷり

の笑顔を織り交ぜ、なんとも言えない可愛らしい

踊りを披露。また、大人顔負けの声量で唄い上げ

る子どももあり、会場では、未来の名人たちに盛

んな拍手が送られていました。

市内の小・中学校の特別支援学級に通う子ど

もたちが創作した作品を一同に展示する、合同

作品展「ふれあい広場」が２月１日から４日間、

安来プラーナで開催されました。

子どもたちの授業での取り組みの成果を広く

紹介しようと、毎年、市教育研究会特別支援教

育部が主催しています。会場には、72 人が手掛

けた、図画・工作・手芸・習字など 431 点が並

び、アイデアにあふれ、力のこもった作品の数々

が、買い物客や見学に訪れた児童

たちの目を楽しませました。
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新新着着図図書書紹紹介介

剣と紅 高殿 円

冷血 上・下 高村 薫

宝くじが当たったら 安藤祐介

噂の女 奥田英朗

シロシロクビハダ 椰月美智子

ふる 西加奈子

夢をかなえるゾウ２ 水野敬也

何者 朝井リョウ

〈お子さんのほん〉

つるばら村の魔法のパン

茂市久美子

劇団６年２組 吉野万理子

ブンダバーと会ったら

くぼしまりお

動物学科空手道部２年高田ト

モ！ 片川優子

にほんご万華鏡 人生を豊か

にする閑学 小野寺牧子

５０歳からはじめるナチュラル

押しツボの教科書 土屋書店

お母さんが命がけであなたを

産みました 内田美智子

〈お子さんのほん〉

セミ神さまのお告げ

宇梶静江

ジャックと豆の木 ジョン・シェリー

１０歳までに身につけたい「座

る力」 斉藤 孝

笑うハーレキン 道尾秀介

談志が死んだ 立川談四楼

山中鹿介 童門冬二

キングを探せ 法月綸太郎

完全黙秘の女 法坂一広

山本美香という生き方 山本美香

小さい宇宙をつくる 藤本順平

八重の桜 前編 ＮＨＫ出版

〈お子さんのほん〉

おしりをしりたい 鈴木のりたけ

オニたいじ 森絵都

びんぼうがみじゃ 苅田澄子

妖怪の日本地図３ 千葉幹夫

メダカ・フナ・ドジョウ

市川憲平

平成 25 年歌会始（お題「立」）の一般応募で、

角森玲子さん（宮内町）の作品「ふる里の山の稜
たち あおい

線立葵今年は一緒に見る人が居て」が、約１万８

千首の応募の中から、入選（10 首）に次ぐ佳作（16

首）に選ばれました。

作品は、車の運転中、母のふるさと広瀬町の山

並みと町内の民家に咲くタチアオイ（立葵）の花

を、同乗者と一緒に見て感動したことを詠んだ短

歌。「１人よりは２人で見る方が美しいと感じ、

ひらめいた」と、歌に込めた思いを振り返ります。

短歌や川柳、俳句は、独学で始めた趣味という

角森さんは、これまでに数々のコンクールで受賞

を重ね、昨年は、一年間で 62 作品が入賞。その

最後を飾ったのが今回の受賞で、「とても光栄。（入

選して）皇居に招かれるよう、これからも精進し

たい」と、抱負を語りました。

℡３７－００５０

●１月 16 日、皇居・宮殿で開かれた、新春恒例の宮中行事「平成 25 年歌会始の儀」
たかまどのみや ひ ひさ こ

で、高円宮妃久子さまが、「冬晴れの雲なき空にそびえ立つ雪の大山いともさやけき」

と、冬晴れの日、コハクチョウの撮影のために訪れていた安来平野よりご覧になった

大山の美しい姿を詠まれました。

▲母の福島ヒロコさん（安来町・写真右）と

受賞を喜ぶ角森さん（左）。２人が手にして

いる賞状は、角森さんが、昨年入賞した 62

作品の中で、特に嬉しかったという３作。
おおともの や か も ち

※左から、「歌会始（短歌）」「大伴家持大賞
たちばなの もろ え

（短歌）」「井出町橘諸兄文学賞（川柳）」。

●そのほかの新着図書情報は…http : //www.city.yasugi.shimane.jp/tosyo/

℡３２－４４５５

図書館からのお知らせ

℡２２－２５７４
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選
挙
人
名
簿
の
登
録
と
縦
覧

●問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
２３‐

３
１
３
５

平
成
２５
年
１
月
１
日
現
在
（

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
）
お

よ
び
平
成
２５
年
３
月
１
日
現
在

（
永
久
選
挙
人
）
を
も
っ
て
調

製
さ
れ
る
各
選
挙
人
名
簿
を
次

に
よ
り
縦
覧
し
ま
す
。

な
お
、
登
録
さ
れ
る
資
格
が

あ
る
の
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
場
合
、
縦
覧
期
間
中
に

異
議
の
申
出
書
を
選
挙
管
理
委

員
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

縦
覧
場
所

選
挙
管
理
委
員
会

（
安
来
●庁
）

●
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿登
録
対
象
者

農
業
委
員
会
委

員
の
選
挙
権
を
有
し
、
１
月
１０

日
ま
で
に
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
を
農
業
委
員
会
に
提
出
し

た
人
。

縦
覧
期
間

２
月
２３
日
㈯
〜
３

月
９
日
㈯
８
時
３０
分
〜
１７
時

●
永
久
選
挙
人
名
簿

登
録
対
象
者

平
成
５
年
３
月

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

平
成
２４
年
１２
月
１
日
ま
で
に
住

民
登
録
を
済
ま
せ
、
引
き
続
き

３
カ
月
以
上
安
来
市
に
居
住
す

る
人
。

縦
覧
期
間

３
月
３
日
㈰
〜
３

月
７
日
㈭
８
時
３０
分
〜
１７
時

「
第
２
期
安
来
市
障
が
い
者
基

本
計
画
（
案
）
」
に
対
す
る
意

見
を
募
集
し
ま
す

●申
●問
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

／
FAX
２３‐

３
２
８
１
／
メ
ー
ル

fukushi@
city.ya

sug
i.shim

a
ne.

jp

／
〒
６
９
２‐

０
４
０
４
安

来
市
広
瀬
町
広
瀬
７
０
３
番
地

市
で
は
、
平
成
２５
年
度
か
ら

５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
、

市
が
取
り
組
む
べ
き
障
が
い
者

施
策
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め

た
、「
第
２
期
安
来
市
障
が
い
者

基
本
計
画
」
の
素
案
を
作
成
し

ま
し
た
。

こ
の
素
案
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

閲
覧
場
所

福
祉
課
（
広
瀬
●庁
）、

市
民
課
④
窓
口
（
安
来
●庁
）
、

伯
太
●地

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

応
募
方
法

ご
意
見
・
住
所
・

氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
の
上
、

郵
送
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子

メ
ー
ル
・
閲
覧
場
所
へ
の
直
接

提
出
な
ど
の
方
法
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
（
様
式
自
由
）

募
集
期
限

２
月
２８
日
㈭

安
来
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

協
議
会
委
員
（
市
民
委
員
）
を

募
集
し
ま
す

●申
●問
環
境
衛
生
課

℡
２３‐

３
１
０
２

地
域
の
地
球
温
暖
化
対
策
に

つ
い
て
協
議
・
推
進
す
る
た
め

の
、
安
来
市
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
協
議
会
の
委
員
（
市
民
委

員
）
を
募
集
し
ま
す
。

（
詳
し
く
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

対
象

安
来
市
に
在
住
す
る
２０

歳
以
上
の
人
。

募
集
人
数

６
人
。

募
集
期
限

３
月
１３
日
㈬

任
期

２
年
（
４
月
１
日
〜
平

成
２７
年
３
月
３１
日
）

道
路
・
河
川
・
港
の
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

●申
●問
島
根
県
広
瀬
土
木
事
業
所

℡
３２‐

４
１
５
０

島
根
県
が
管
理
す
る
、
国
道

４
３
２
号
、
県
道
、
河
川
（
飯

梨
川
、
伯
太
川
な
ど
）
、
安
来

港
の
清
掃
・
草
刈
り
を
行
っ
て

い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
団

体
、
個
人
）
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、「
ハ
ー
ト

フ
ル
し
ま
ね
」
の
名
称
で
、
現

在
、
県
内
で
約
９
０
０
団
体

（
約
６
万
４
千
人
）
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
実
費
程
度
の
助
成
や
傷
害

保
険
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
島
根
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
広
瀬
土
木
事

業
所
（
管
理
グ
ル
ー
プ
）
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

安来市出身者で、大学医学課程ま

たは、看護学課程もしくは看護師

養成施設に在学する人。（安来市立病院の奨

学金制度を受けている人を除く）

医学生３人、看護学生 10 人程度。

安来市医学生・看護学生等の奨学生募集

将来、市内の医療機関等に医師、看護師

として勤務する意志のある医学生や看護学

生に対し、奨学金を貸与します。

市内の医療機関等での勤務を目指す人を応援します

●申●問いきいき健康課 ℡２３‐３２０７

・医学生 …月額５万円。

・看護学生…月額３万円。

１年間

４月３０日㈫

行行

政政

平成２５年度

貸与期間

応募期限

対 象

定 員

奨学金

１４



島
根
県
職
員
等
採
用
ガ
イ
ダ
ン

ス
（
要
申
込
）

●申
●問
島
根
県
人
事
委
員
会
事
務

局

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
４
３
８

県
職
員
・
警
察
官
の
仕
事
に

関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
仕

事
内
容
や
採
用
試
験
の
概
要
を

説
明
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

３
月
１６
日
㈯
１３

時
３０
分
〜
１５
時
、
島
根
県
職
員

会
館
（
松
江
市
内
中
原
町
）

対
象
職
種

事
務
系
（
行
政
、

警
察
事
務
な
ど
）
、
技
術
系（
総

合
土
木
な
ど
）
、
警
察
官
※
教

員
、
県
立
病
院
の
医
療
技
術
系

職
員
（
看
護
師
な
ど
）を
除
く
。

定
員

１
３
０
人
。

内
容

仕
事
内
容
、
採
用
試
験

の
概
要
・
日
程
、
若
手
職
員
と

の
意
見
交
換
な
ど
。

平
成
２５
年
度
か
ら
新
た
な
県
職

員
採
用
試
験
制
度
が
ス
タ
ー
ト

●問
島
根
県
人
事
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
４
３
８

島
根
県
で
は
、
「
行
動
力
」

「
創
造
力
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」

を
持
っ
た
、
よ
り
多
く
の
人
に

受
験
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

平
成
２５
年
度
か
ら
新
た
な
試
験

制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

対
象
試
験

県
職
員
採
用
大
学

卒
業
程
度
試
験
の
「
行
政
」
お

よ
び
「
警
察
事
務
」
区
分
。

新
た
な
試
験
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

▽
専
門
試
験
の
負
担
が
軽
く
な

り
ま
す（
出
題
数
の
軽
減
な
ど
）

▽
討
論
型
個
別
面
接
を
実
施
し

ま
す
（
行
政
区
分
の
み
実
施
）

そ
の
他

詳
し
く
は
、
島
根
県

人
事
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■統一標語「消すまでは 出ない行かない 離れない」

春季全国火災予防運動
３月１日㈮

～３月７日㈭

作製予定数

19,000 組

25,100 組

10,000 組

24,200 枚

広告を記載する収集袋・広告枠（㎝）

縦１５×横３２

縦４×横１８

縦１０×横３０

縦４×横１６

縦８×横２０

縦４×横１４

縦４×横１８

縦４×横１６

縦４×横１４

指定袋（２０枚）

外 袋（１枚）

指定袋（２０枚）

外 袋（１枚）

指定袋（２０枚）

外 袋（１枚）

外 袋（１枚）

外 袋（１枚）

外 袋（１枚）

収集指定袋の種類

（大）

（中）

（小）

（大）

（中）

（小）

燃やすごみ
収集用

燃やすごみ
収集用

燃やすごみ
収集用

分別収集用
※広告記載
は外袋のみ

①

②

③

④

① 47,500 円 ② 62,750 円 ③ 25,000 円 ④ 12,100 円

※作製枚数により変動するため、上記掲載料は見込みです。

申込書に必要書類を添え、環境衛生課まで提出。（郵送可）

火災予防運動の一環として、市内の小学生から応募

のあった作品のすべてを展示します。

安来市ごみ収集指定袋・外袋の広告掲載募集

広瀬中央●交 ２月２５日㈪～２月２８日㈭

安来プラーナ ３月１日㈮～３月４日㈪

はくた図書室 ３月５日㈫～３月８日㈮

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

市が定める要綱などに基づき審査・決定します。

※募集数を超える場合は抽選。

●問消防本部予防課 ℡２３‐３４２６

指定袋は裏面に１枠、外袋は表面に１枠。

事業者（広告代理店も可）

①～④ごとに１事業者（同事業者の重複可）

平成２５年度に作製するもの。

●申●問環境衛生課 ℡２３‐３１００

火災予防習字コンクール作品展示

空気が乾燥し、火災が発生しやすい時季です。

火気の取り扱いには十分注意しましょう。

※期間中は、夜の９時にサイレンを鳴らします。

お休み前に今一度火の元を点検しましょう。

２月２０日㈬～３月２１日㈭必着

種類・広告枠・数量

日

程

掲載位置

募集対象

広 告 主

掲載期間

掲 載 料

応募方法

募集期間

決定方法
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し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

●問
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

℡
０
１
２
０‐

６７‐

４
５
１
０

企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る

会
社
概
要
や
採
用
予
定
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
出
雲
会
場
…

３
月
９
日
㈯
、
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル

シ
テ
ィ
出
雲

▽
松
江
会
場
…

３
月
１０
日
㈰
、
く
に
び
き
メ
ッ

セ
※
時
間
は
い
ず
れ
も
１３
時
〜

１６
時

対
象

平
成
２６
年
３
月
に
大
学
、

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
な
ど
を
卒
業
予
定
で
、

県
内
就
職
を
希
望
す
る
人
。

そ
の
他

松
江
会
場
は
、
そ
の

他
オ
プ
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。
（
詳
し
く
は
、
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

縁
結
び
就
職
面
接
会

●問
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財
団

℡
０
１
２
０‐

６７‐

４
５
１
０

企
業
の
採
用
担
当
者
と
の
就

職
面
接
会
で
す
。

日
時

３
月
３
日
㈰
１３
時
〜
１６

時
３０
分

場
所

島
根
県
民
会
館

対
象

３
月
に
大
学
等
卒
業
予

定
者
、
大
学
等
卒
業
後
３
年
以

内
の
未
就
職
者
。

そ
の
他

参
加
企
業
は
「
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

平
成
２５
年
度
奨
学
生
を
募
集
し

ま
す
（
２
次
募
集
）

●申
●問
島
根
県
育
英
会

℡
０
８
５
２‐

２８‐

１
９
８
１

大
学
等
の
入
学
時
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
有
利
子
で
お
貸

し
し
ま
す
。

応
募
資
格

大
学
等
に
進
学
す

る
島
根
県
出
身
者
。

募
集
人
員

１０
人
程
度
。

貸
与
額

５０
万
円
ま
た
は
１
０

０
万
円
。

貸
与
時
期

平
成
２５
年
５
月
末
。

返
還
方
法

大
学
等
卒
業
後
１０

年
間
で
返
還
。

願
書
受
付
期
限

３
月
１９
日
㈫

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

３
月
２１
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
１０
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

３
月
２１
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

３
月
１４
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２３
年
８
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

３
月
１４
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２１
年
１２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
、
当
日
朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

３
月
１３
日
㈬
１３

時
１５
分
〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時

間
）
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
１１
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

食
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
や
す

ぎ「
食
で
つ
な
ご
う
家
族
の
輪
」

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時
・
場
所

３
月
３
日
㈰
９

時
３０
分
〜
１３
時
、
広
瀬
●健

内
容

▽
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

ラ
イ
ブ
（
１０
時
〜
１０
時
３０
分
、

出
演
…
よ
し
と
と
ひ
う
た
）

▽
安
来
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
・
学
校
給
食
に
よ
る
試
食

（
１０
時
３０
分
〜
）

▽
食
育
講

演
会
「
食
育
は
親
子
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜
男
性
の
育
児

家
事
参
画
〜
」
（
１１
時
〜
１２
時

１０
分
、
講
師
…
ｐ
ａ
ｐ
ａ
Ｌ
ｉ

ｆ
ｅ
研
究
所
代
表
・
北
佳
弘

氏
）
▽
保
育
所
・
保
育
園
給
食

レ
シ
ピ
の
展
示
、
健
康
相
談
、

「
ク
イ
ズ
で
ぎ
ょ
ぎ
ょ
！
魚
釣

り
」
ゲ
ー
ム
、「

た
べ
も
の
☆

Ｄ
Ｅ
ビ
ン
ゴ
」
な
ど
。

そ
の
他

講
演
会
の
参
加
お
よ

び
講
演
時
の
託
児
は
要
申
込
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
幼
児
の
食
事
ク
ッ
キ
ン
グ
」

（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

子
ど
も
の
野
菜
嫌
い
で
不
安

や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
お
す
す
め
の
ク
ッ

キ
ン
グ
教
室
。
ク
ッ
キ
ン
グ
を

し
な
が
ら
、
悩
み
を
解
消
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所

３
月
１５
日
㈮
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

そ
の
他

託
児
あ
り（
人

数
制
限
が
あ
り
ま
す
）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
シ
ェ

フ
の
味
覚
講
座
」
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

フ
ラ
ン
ス
料
理
シ
ェ
フ
に
よ

る
、
子
ど
も
に
離
乳
食
や
食
事

を
作
る
保
護
者
に
向
け
た
味
覚

講
座
。
親
の
食
育
と
し
て
知
っ

て
お
き
た
い
味
覚
講
座
で
す
。

日
時
・
場
所

３
月
２５
日
㈪
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

そ
の
他

託
児
あ
り
（
人
数
制

限
が
あ
り
ま
す
）

保保

健健
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マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
（
要
申
込
）

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
前
に
、

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
始
ま
る
子
育

て
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時

３
月
８
日
㈮
１３
時
１５
分

〜
１３
時
３０
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

妊
婦
と
そ
の
夫
。

内
容

助
産
師
さ
ん
の
お
話
会

「
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
心
と
身

体
の
準
備
」

講
師

島
根
県
立
大
学
教
授
・

三
島
み
ど
り
氏
。

申
込
期
限

３
月
６
日
㈬

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

３
月
１９
日
㈫

▽
７
〜
８
カ
月
児
…
９
時
４５
分

〜
１０
時
（
受
付
時
間
）

▽
１２

〜
１８
カ
月
児
…
１３
時
３０
分
〜
１３

時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

申
込
期
限

３
月
１５
日
㈮

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（

４

か
月
健
診
時
に
配
布
）
、
参
加

費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
、
１２

〜
１８
カ
月
児
は
子
ど
も
用
歯
ブ

ラ
シ
。

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
・
講
座
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

※
い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

３
月
４
日
㈪
・
１１
日
㈪
・

１８
日
㈪
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

１
回
３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
初
心
者

コ
ー
ス
」
（
オ
フ
ィ
ス
２
０
１

０
・
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
７
対
応
）

日
時

３
月
２１
日
㈭
・
２５
日
㈪
・

２６
日
㈫
・
２７
日
㈬
（
４
日
間
）、

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
定
員
１５
人
（
５
人

以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

せ
ん

●●
庭
木
剪
定
入
門

自
宅
の
お
庭
を
気
軽
に
手
入

れ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
訓
練
セ

ン
タ
ー
の
樹
木
を
使
い
、
専
門

家
が
基
礎
か
ら
分
か
り
や
す
く

指
導
し
ま
す
。

日
時

３
月
１８
日
㈪
１３
時
〜
１６

時受
講
料

５
０
０
円
。

持
ち
物

剪
定
バ
サ
ミ
、
ノ
コ

ギ
リ
、
防
寒
具
、
雨
具
。

そ
の
他

▽
５
人
以
上
で
開
講

▽
要
申
込
。

●●
年
金
入
門
講
座
（
知
っ
て
お

き
た
い
年
金
知
識
）

年
金
に
関
心
の
あ
る
人
や
退

職
前
の
人
を
対
象
に
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
す
。

日
時

３
月
１７
日
㈰
１０
時
〜
１２

時持
ち
物

筆
記
用
具
。

そ
の
他

▽
定
員
１
０
０
人
程

度

▽
受
講
無
料

▽
要
申
込
。

●●
職
業
訓
練
受
講
生
募
集
（
Ⅰ

Ｔ
事
務
実
践
科
）

再
就
職
に
向
け
て
パ
ソ
コ
ン

技
能
・
応
用
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
目
標
で
す
。

期
間

５
月
１
日
〜
７
月
２６
日

（
原
則
、土
日
・
祝
日
を
除
く
）

対
象

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
人
。

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
個
人
負
担
）

そ
の
他

▽
３
月
中
旬
か
ら
募

集
開
始

▽
定
員
１５
人

▽
雇

用
保
険
受
給
者
は
基
本
手
当
な

ど
が
支
給

▽
訓
練
受
講
給
付

金
も
対
応
。

●申
●問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来

℡
２２‐

２
５
４
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

日
時
・
場
所

３
月
２１
日
㈭
９

時
〜
１２
時
、
安
来
中
央
●交

内
容

消
費
者
問
題
（
悪
質
商

法
や
多
重
債
務
、
事
業
者
に
対

す
る
苦
情
な
ど
）
。

じょうさい ぐん

独松山城砦群巡り
講師：出雲尼子を興す会

中尾隆義氏。

雨天時は、広瀬町民会館
で座学。

●申●問広瀬●地 ℡２３‐３２０１

かすり

広瀬絣センター集合

無料。

３月８日㈮

３月１３日㈬
９時３０分～１２時

尼子歴史講座

戦国大名尼子氏ゆかり

の地の歴史を聞いて、戦

国ロマンにふれるひとと

きを過ごしませんか。

教教
室室
・・
講講
座座

対 象

場 所

内 容

参 加 料

申込期限

そ の 他

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

相相

談談
イベント情報
QRコード
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出
前
安
来
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
無
料
・
要
申
込
）

●問
市
民
相
談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

日
時
・
場
所
（
申
込
先
）

３
月
２６
日
㈫
１３
時
３０
分
〜
１６

時
、
や
す
ぎ
懐
古
館
一
風
亭

内
容

消
費
者
問
題
（
悪
質
商

法
や
多
重
債
務
、
事
業
者
に
対

す
る
苦
情
な
ど
）
、
生
活
に
関

す
る
お
困
り
ご
と
。

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

・
福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

日
時
・
場
所

▽
３
月
７
日
㈭
・

１１
日
㈪
・
２８
日
㈭
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

▽
３
月
１４
日
㈭
１３
時
３０
分
〜
１５

時
３０
分
、
安
来
中
央
●交

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談
会
（
無

料
・
要
申
込
）

●申
●問
サ
ポ
ス
テ
松
江

℡
０
８
５
２‐

３３‐

７
７
１
０

メ
ー
ルshim

a
ne
-
ess
@
oa
sis
.

ocn
.ne
.jp

日
時
・
場
所

３
月
１４
日
㈭
１１

時
〜
１６
時
、
安
来
中
央
●交

対
象

１５
歳
か
ら
４０
歳
未
満
の

人
ま
た
は
、
家
族
・
保
護
者
。

内
容

就
労
、
社
会
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
。

申
込
期
限

３
月
１２
日
㈫

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

相
談
時
間
と
問
い
合
わ
せ
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談

▽
９
時
〜
１２
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
２３‐

１

８
５
５

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬

会
場
…
９
時
〜
１２
時
、
伯
太
会

場
…
１０
時
〜
１５
時

▽
市
民
相

談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
申
込
）

▽
安

来
会
場
９
時
３０
分
〜
１７
時
、
広

瀬
会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き

い
き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

「
マ
リ
ン
バ
の
連
弾
」（
無
料
）

場
所
・
●問
安
来
市
立
図
書
館

℡
２２‐

２
５
７
４

日
時

３
月
１６
日
㈯
１７
時
３０
分

〜
（
約
１
時
間
）

奏
者

佐
藤
真
由
美
氏
、
江
角

亜
弥
氏
。

弥
生
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
東
・

西
日
本
か
ら
み
た
山
陰
の
弥
生

社
会
」
（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
む
き
ば
ん
だ
史
跡
公
園

℡
０
８
５
９‐

３７‐

４
０
０
０
む

き

山
陰
地
方
を
代
表
す
る
妻
木

ば

ん

だ

あ

お

や

か

み

じ

ち

晩
田
遺
跡
、
青
谷
上
寺
地
遺
跡

な
ど
の
調
査
成
果
が
、
弥
生
時

代
研
究
の
進
展
に
果
た
し
た
役

割
や
、
今
後
果
た
す
べ
き
役
割

を
検
証
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

３
月
９
日
㈯
１３

時
〜
１６
時
３０
分
、
米
子
市
淀
江

文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

▽
「
古
代
の
淀
江
紙
芝

居
」
紙
芝
居
作
家
・
松
村
宏
氏

▽
記
念
講
演
「
邪
馬
台
国
前
夜

の
山
陰
」
、
講
師
は
明
治
大
学

名
誉
教
授
・
大
塚
初
重
氏

▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
東
・
西
日
本
か
ら
み
た
山
陰

の
弥
生
社
会
」

申
込
方
法

住
所
・
氏
名
・
連

絡
先
・
電
話
番
号
・
「
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
参
加
希
望
」
を
明
記
の

上
、は
が
き
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・

電
子
メ
ー
ル
・
む
き
ば
ん
だ
史

跡
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
イ
ベ

ン
ト
申
込
フ
ォ
ー
ム
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

３
月
１
日
㈮

定
員

４
０
０
人
（
先
着
順
）

Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｉ
Ｒ
「
島
根
県
放
送

部
の
集
い
」
（
無
料
）

●問
安
来
高
校
℡
２２‐

２
８
４
０

県
内
高
校
の
放
送
部
が
、
日

ご
ろ
の
活
動
や
大
会
の
成
果
、

詩
の
群
読
な
ど
を
発
表
。
「
伝

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
話
し
方

や
表
現
力
向
上
に
役
立
つ
催
し

物
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

３
月
２０
日
㈬
㈷

１４
時
〜
、
安
来
市
民
会
館

三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園
入
場

無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●問
三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園

℡
０
８
５
４‐

８６‐

９
５
０
０

安
来
市
民
を
対
象
に
、
３
月

の
入
場
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
出
雲
神
話
の

舞
台
三
瓶
山
の
地
底
に
そ
び
え

る
縄
文
の
巨
大
地
底
林
へ
、
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

開
園
時
間

９
時
〜
１７
時
（
最

終
入
園
１６
時
３０
分
）

場
所

三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公

園
（
大
田
市
三
瓶
町
）

持
ち
物

免
許
証
な
ど
の
住
所

の
確
認
が
で
き
る
も
の
。

未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。

でじたる工房いちかわ（安来プラーナ内）、
カメラのハマダ（安来ショッパーズ内）、
安来市民体育館、安来市民会館ほか。

桂 吉弥さん
（安来市ふるさと大使）

桂吉弥落語会 in 安来

桂吉弥、桂歌之助、桂佐ん吉。

●問桂吉弥後援会・金山
℡０９０‐３３７５‐３６２９

３月３日㈰１８時３０分～
（１８時開場）

安来市民会館大ホール

・一般 2,000 円。
（当日 2,500 円）
・高校生以下 1,000 円。

入場料（前売）

前売券取扱所

新春やすぎ寄席

日 時

場 所

出 演

その他

イイ
ベベ
ンン
トト
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ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入
家
庭
募
集

●申
●問
安
来
国
際
交
流
協
会
事
務

局
・
仲
佐
℡
２３‐

１
０
４
８

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ
ス

ベ
ン
市
の
小
学
生
が
安
来
市
内

で
３
泊
４
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
異
文

化
交
流
を
図
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
予
定
日

４
月

２
日
㈫
〜
４
月
５
日
㈮

募
集
家
庭
数

１８
家
庭
。

募
集
期
限

３
月
１０
日
㈰

や
ま
な
か
し
か
の

郷
土
の
戦
国
武
将
・
山
中
鹿

す
け介
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
昨
年
、
実
行
委
員
会

（
※
）
を
立
ち
上
げ
て
製
作
し

た
短
編
映
画
「
お
も
い
び
な
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
完
成
し
ま
し
た
。

映
画
は
、
鹿
介
の
郷
土
愛
や

家
族
愛
が
テ
ー
マ
で
、
尼
子
氏

と
毛
利
氏
と
の
合
戦
シ
ー
ン
も

収
録
。
月
山
富
田
城
跡
や
飯
梨

川
な
ど
で
撮
影
を
行
い
、
百
人

を
超
え
る
ス
タ
ッ
フ
や
主
演
者

も
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

と
な
っ
た
手
作
り
作
品
で
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
５
０
０
枚
作
製

し
、
市
内
の
小
中
学
校
や
交
流

セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
（
室
）
な

ど
に
贈
呈
し
て
い
る
ほ
か
、
希

望
者
に
は
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
製
作
…
「
映
画
お
も
い
び
な

製
作
実
行
委
員
会
」
（
し
ま
ね

映
画
祭
安
来
市
実
行
委
員
会
、

山
中
鹿
介
の
大
河
ド
ラ
マ
放
映

実
現
を
め
ざ
す
会
、
出
雲
尼
子

を
興
す
会
ほ
か
で
構
成
）

●
「
お
も
い
び
な
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ

・
頒
布
価
格
…
１
枚
千
円
。

・
取
扱
所
…
広
瀬
●地（
広
瀬
●庁
）、

安
来
市
民
会
館
。

●問
広
瀬
●地
（

山
中
鹿
介
の
大
河

ド
ラ
マ
放
映
実
現
を
め
ざ
す
会

事
務
局
）
℡
２３‐

３
２
０
１

賠償責任保険

（限度額）

身体・財物賠償

合算１事故５億円

ただし身体賠償は

一人１億円

傷害保険金額

入院（日額）

通院（日額）

４，０００円

１，５００円

４，０００円

１，５００円

４，０００円

１，５００円

２，５００円

１，０００円

１，８００円

１，０００円

後遺障害

（最高）

３，０００万円

３，０００万円

３，０００万円

１，５００万円

９００万円

死亡

２，０００万円

２，０００万円

２，０００万円

１，０００万円

６００万円

年間掛金

（１人当たり）

８００円

８００円

１，８５０円

１，３００円

１，０００円

加入

区分

Ａ１

Ａ２

Ｃ

ＡＣ

Ｂ

補償対象となる

団体活動

スポーツ活動、文化・ボ

ランティア・地域活動

文化・ボランティア・

地域活動

スポーツ活動、指導・

審判

子どもへのスポーツ活

動の指導・審判

スポーツ活動

加入対象者

中学生以下

高校生以上

６５歳以上

「スポーツ安全保険」に加入しませんか（平成２５年度の受付は３月１日から）

平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日

スポーツ、文化・ボランティア・地域活動を行う５人以上の団体（グループ）が対象です

そそ
のの
他他

●申込書は、地域振興課（安来中央●交内）に設置しています。
※スポーツ安全協会のホームページ（http：／／www.sportsanzen.org）で、インターネットに

よる加入受付を行っています。

●問・スポーツ安全協会島根県支部 ℡０８５２‐２１‐５３８８

・地域振興課 ℡２３‐３０７５

市
民
手
作
り
の

し
か
の
す
け

鹿
介
映
画

「
お
も
い
び
な
」
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化

（加入区分は、下表のほかにもあります）

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

保険期間団体活動中の事故（往復中を含む）

加入区分・掛金・補償額

対象となる事故
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